北病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和元年12月20日(金)　　　　　　　　　　　司会・記録：松村　裕美
	松村
	木村
	西山
	岩藤
	羽田
	清川
	田口
	秋山
	三浦

	○
	休
	深
	休
	休
	　○
	○
	準
	休

	横町
	原子
	石橋
	
	
	
	
	
	

	準
	○
	深
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・本日16：30～看護グループ内研修実施予定です。
＜患者様連絡事項＞
・角濱　義弘様～不穏・興奮時）クエチアピン（25）10回分処方となっています。
・井上　和美様～便秘時）センナリド（12）20回分処方となっています。
＜要注目患者様＞
・角濱　義弘様～「そわそわして、休んでも起きてもいられない。弟が面会に来るから会いたい。」と訴え、スタッフへ「どうしたらいいですか？」と繰り返す。 

    　　　　　　依存傾向が強く、自己決定しようとしない事で、「考えられなくなった」と更に焦燥感を募らせている状態。以上を本人へ伝え、自身で具合の悪い状態を作っているように感じる事を説明。本人も「その通りです」「具合の悪い状態の方が見守ってくれる気がする、話をする時間も作ってくれる気がする」と訴える。弟様についても、悪い状態を見せるよりも、落ち着いていい状態の時に話をする方が安心してもらえることを伝えると、「そうですね、今日で会えなくなるような感じがしていたけど、一生の別れではないんですよね。」と話し、現状での面会を控える事には納得する。本日弟様は兵庫へ戻るとの事。
・小笠原　文人様～リハプロの声かけに作業療法室へ移動することがあり声掛けで参加。プログラム中は発言活発だか、滅裂な内容は聞かれない。不機嫌となる事はなく、奇異行動も目立ちません。精神状態に注意して、他者トラブルに注意していきましょう。
・沼端　恵子様～昨日、リハパン使用せず就床して頂いています。今朝は尿失禁や汚染なく過ごす事ができており、易怒性はなく経過しています。引き続き、水分摂取状況と体重変動の確認を行っていきましょう。
・鈴木　知子様～昨日の地震後から、幻聴を訴え「臭いって言ったでしょ！」と叫び椅子を蹴る様子見られる。スタッフの説明にも聞き入れ出来ず、15：40ダンドスピロンクエン酸錠（10）1Ｔ服用。服用後は徐々に落ち着く事は出来ている。
　　　　　　　　今朝には昨日の振り返りが出来ており、幻聴があったと話されている。作業療法にも拒否なく参加されている。

＜田名部Ｄｒ診察情報＞
・鈴木　知子様～12月16日に施行した頸部レントゲン検査において、C3～5の部位で椎体間の狭窄があることが考えられる所見がある。左上肢の痺れや痛みがあることの原因である可能性があるが、日常生活では特に支障はないようである。昨夜はスタッフに対して急に、自分のことを臭いといった、などと、妄想症状から詰め寄ることがあったようである。アリピプラゾールは18㎎→24㎎へ増量。
・飯豊　信雄様～精神症状面で、欠陥状態はあるが、幻聴や敵意等の陽性症状はないと思われる。処方は同内容で継続。
・尾嵜　マリ子様～身体面では歩行は比較的スムーズに行い、下肢の疼痛の増悪もない。排尿時の症状もない。精神症状面では、妄想や幻覚などの陽性症状の顕在化もなく、静穏にしていることが多い。
・成田　富士子様～身体面では概ね血糖値の乱高下もなく過ごせている。普段はこれまで同様に作業療法に参加しているが、他患者との間でストレスを感じることも特になかったようである。ただ、やはり特定のスタッフについて自身の接し方に対しての理不尽な思いがあることはことあるごとに話していることはある。処方は同内容で継続。
・高橋　伸治様～夜間の睡眠は良くとれていて食事摂取も出きている。身体面では、失調性歩行はこれまで同様にみられているが、日常生活に支障はないようにみられる。処方内容は同内容で継続。
・斎藤　光枝様～身体面では、運動失調からの歩行障害はあるが歩行器使用して移動は行えている。精神症状面では、見当識は保たれるが、健忘や記銘力障害は認めていて、他患者と話していたことも忘れていることがある。
・松川　久雄様～飲酒欲求も否定する。年末は外泊をして、水道工事は未だ行われていないが、様子を見て住んでいく事を考えていくという。
・織笠　健太郎様～精神症状面では、「ウイルス汚染」に関する言動はなく、本日の診察時も、衣類や靴、バスタオル、ドライヤーなどに対しての汚染が気になることはないという。日中は作業療法に参加してやはり美術関連の本を観ていることが多い。
・高橋　義明様～夜間の睡眠に関して、眠らないで部屋の外で独語をしていることが見られていた。幻聴の程度はこれまでと同じ程度であるかと思われる。就床前薬にコントミン（50）1Ｔを追加。
